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下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト）参画事例紹介
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１. 唐津市 Ｂ－ＤＡＳＨプロジェクト事業概要
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２. 参加した理由
（１） エネルギー政策の方針
①平成２４年度
「唐津市再生可能エネルギーの導入等による低炭素づくりの推進に関する条例」を制定

②低炭素社会に向けて
エネルギーをどのように創出し、どのように使っていくべきか？ を条例化

（２） 唐津市浄水センターの現状
①昭和５８年度に供用を開始、水処理方式は標準活性汚泥法、日最大３万３千㎥の処理能力
②単段２槽の消化槽から、バイオガスが年間６４万４千N㎥発生、
約８割を燃焼廃棄のため活用が課題

（３） 現在までの取組み
①平成２１年度
「唐津市バイオマスタウン構想」を策定
策定後、地域バイオマスの利活用がコスト面の理由から十分に進捗していない状況

②平成２６年度
「唐津市下水道バイオマス事業化可能性調査」
地域バイオマス（し尿や給食残渣等）を受入れた場合の、ガス発生量及び維持管理費縮減を検討

③平成２７～２８年度
「唐津市下水道バイオマス事業化推進協議会」を立上げ、地域バイオマスの受入れ、施設の省エ
ネ化、発電事業推進による固定経費の縮減、について整理

④平成２８年度～
Ｂ―ＤＡＳＨ事業への提案、採択、実施
地域バイオマスの活用（給食残渣等）、施設の省エネ化（無動力撹拌消化槽）、
発電事業（ＳＯＦＣによる発電）
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３. 期待される効果
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（１） 処理場維持管理費の縮減 （下水道部局）
①下水道汚泥処分費の縮減 （汚泥搬出量の削減）
・含水率の低減、消化率の向上

②電気料の縮減
・バイオガス発電による場内利用

（２） 市としてのエネルギー循環 （新エネ部局）
①省エネ、創エネの推進
・下水道施設における省エネ化、発電による創エネ化による、エネルギー自給率を高める

②地域バイオマスの活用
・未活用バイオマスを受入、環境を維持しつつ、サスティナブル（持続可能）なエネルギー循環を構築

唐津市は今回の実証事業において、下水道部局と新エネ部局で相互連携を図り、下水道維持管理費コス
トの縮減と、地域エネルギー循環が構築できるよう、民間の技術力と活力を活かしながら推進を行う。


